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編
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記

編
集
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記

編
集
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記

ま
ず「
川
越
学
」で
基
礎
固
め

西
部
地
域
の
大
学
連
合
を
目
指
す

跡見学園女子大学花蹊記念資料館

創立者跡見花蹊の精神を今日に伝える

大東文化大学
地域連携センター
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丸沼芸術の森25周年記念展

北
海
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パ
フ
ェ
と
カ
レ
ー

パ
フ
ェ
と
カ
レ
ー

パ
フ
ェ
と
カ
レ
ー
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第
31
回
日
本

ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ

足
取
り
軽
く
、爽
や
か

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

サ
イ
ボ
ク

七
福
ト
ン
め
ぐ
り

（
日
高
市
）

東
京
国
際
大
学

公
開
講
演
会

（
川
越
市
）

「
観
光
振
興
と
ま
ち
の
活
性
化
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
川
越
奥
武
蔵
観
光
情
報
学
研
究
会

う
治
療
の
問
題
点
」

「
C
型
肝
炎:

高
齢
化
に
伴

（
川
越
市
）

講
座
　1
月
17
日（
土
）中央会場：スタート地点

　
今
月
号
で
は
２
面
で
、
景
気

討
論
会
を
載
せ
た
。
昨
年
に
続

き
、
新
春
に
あ
た
り
今
年
の
景

気
を
占
っ
て
み
よ
う
と
い
う
趣

旨
で
あ
る
。

　
私
自
身
が
、
こ
の
地
域
紙
発

行
を
始
め
る
前
、
景
気
の
分
析

・
予
測
を
仕
事
に
し
て
い
た
。

　
そ
の
時
の
縁
で
、
沿
線
に
関

わ
り
の
あ
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に

登
場
い
た
だ
い
た
わ
け
で
あ

る
。
経
済
に
関
心
の
な
い
方
に

は
、
少
し
専
門
的
過
ぎ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
お
許
し
い
た
だ

き
た
い
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
08
年
秋
か

ら
の
経
済
の
悪
く
な
る
ス
ピ
ー

ド
は
異
常
で
あ
る
。
長
年
景
気

動
向
を
観
察
し
て
き
た
が
、
第

１
次
石
油
危
機
時
、
98
年
の
金

融
危
機
時
よ
り
落
差
が
あ
る
。

怖
さ
を
感
じ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　
今
回
の
世
界
的
景
気
悪
化
を

起
こ
し
た
震
源
は
、
米
国
の
住

宅
バ
ブ
ル
の
崩
壊
で
あ
る
。「
バ

ブ
ル
」
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ

て
い
た
が
、
予
想
以
上
に
大
き

か
っ
た
。（「
バ
ブ
ル
」
に
つ
い

て
は
私
の
拙
い
解
釈
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
景
気
株
価
予
測
」
に

載
せ
て
い
ま
す
）。

　
落
ち
込
み
が
急
速
だ
け
に
、

先
行
き
の
展
望
が
描
き
に
く

い
。
そ
う
し
た
状
況
に
も
関
わ

ら
ず
、
今
回
の
討
論
会
で
は
３

氏
と
も
、
今
後
の
回
復
の
可
能

性
を
説
得
力
を
も
っ
て
示
し
て

く
れ
た
。
敬
意
を
表
し
た
い
。

編
集
・
発
行
人
　
金
子
豊
治
郎

﹇
編
集
ス
タ
ッ
フ
﹈

　
泉
沢
　
勉
　
　
岩
瀬
　
翠
　

　
森
野
　
範
子
　
山
下
　
龍
男

　
金
子
　
敏
満
　
石
橋
啓
一
郎

　
新
美
　
知
驍
　
早
川
　
圭
一

　
高
井
　
珠
希
　
小
崎
　
桂
子

　
筏
丸
け
い
こ
　
日
比
　
雄
人

　
城
西
大
学
新
聞
編
集
部

﹇
寄
稿
﹈

　
周
防
　
洋
　
　
國
分
　
紀
子

　
大
塚
佳
代
子
　
葵
　
和
歌

埼
玉
医
大
市
民
公
開

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
子
だ
っ
た

私
が
、
始
め
て
自
分
で
企
画

し
て
祖
母
を
連
れ
出
し
、
外

食
を
し
た
の
は
小
学
生
の

時
。
両
親
に
内
緒
で
、
レ
ス

ト
ラ
ン
で
食
事
を
す
る
と
い

う
計
画
で
、
資
金
は
貯
め
て

お
い
た
お
小
遣
い
で
し
た
。

　
何
故
、
祖
母
を
食
事
に
誘

っ
た
か
、
理
由
は
た
だ
一

つ
。
パ
フ
ェ
が
食
べ
た
か
っ

た
か
ら
で
す
。

　
両
親
と
食
事
に
行
く
と
、

パ
フ
ェ
で
は
な
く
ご
飯
を
頼

む
よ
う
に
言
わ
れ
て
し
ま

う
。
だ
か
ら
祖
母
と
行
き
、

自
分
は
パ
フ
ェ
を
食
べ
よ
う

と
い
う
魂
胆
で
し
た
。

　
祖
母
と
行
け
る
範
囲
の
レ

ス
ト
ラ
ン
を
何
度
も
下
見

し
、
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ー
に

飾
ら
れ
た
見
本
を
見
比
べ

て
、
自
分
が
食
べ
た
い
パ
フ

ェ
と
、
祖
母
に
何
を
注
文
さ

れ
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に
、

一
番
高
い
メ
ニ
ュ
ー
は
い
く

ら
な
の
か
を
確
認
し
、
最
終

的
に
駅
の
近
く
の
ス
ー
パ
ー

に
入
っ
て
い
る
フ
ァ
ミ
リ
ー

向
け
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
選
び

ま
し
た
。

　
当
日
、
私
は
自
分
で
作
っ

た
ポ
シ
ェ
ッ
ト
に
、
し
っ
か

り
と
お
小
遣
い
を
詰
め
、
店

に
入
り
ま
し
た
。
店
員
さ
ん

に「
今
日
は
あ
た
し
の
お
ご

り
な
の
！
」と
言
う
と
、
祖

母
は
か
な
り
恥
ず
か
し
そ
う

な
顔
を
し
て
、
店
員
さ
ん
は

笑
い
な
が
ら
席
に
案
内
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
一
番
高
い
メ
ニ
ュ
ー
を
選

ぶ
と
思
っ
て
い
た
祖
母
は
、

予
想
し
て
い
な
か
っ
た
地
味

な
カ
レ
ー
を
頼
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
全
く
の
期
待
は
ず

れ
。
カ
レ
ー
な
ら
家
で
も
食

べ
ら
れ
る
し
、
私
と
し
て
も

何
だ
か
達
成
感
が
あ
り
ま
せ

ん
。
メ
ニ
ュ
ー
を
指
差
し
て

色
々
と
提
案
を
し
ま
し
た

が
、
祖
母
は
断
固
カ
レ
ー
を

主
張
し
て
い
ま
し
た
。

　
何
故
だ
ろ
う
？
遠
慮
し
た

の
だ
ろ
う
か
？
食
べ
た
い
も

の
が
無
か
っ
た
の
か
な
？

パ
フ
ェ
を
目
の
前
に
し
な
が

ら
祖
母
の
様
子
が
と
て
も
気

に
な
っ
て
、
何
だ
か
自
分
も

楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
今
度
は
自
分
が

食
べ
た
い
も
の
で
は
な
く
、

祖
母
が
食
べ
た
い
も
の
を
、

自
分
が
行
き
た
い
の
で
は
な

く
祖
母
が
行
き
た
い
所
を
、

祖
母
が
喜
ぶ
所
へ
案
内
し
、

も
っ
と
喜
ん
で
欲
し
い
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
の
間
。
ど
こ
に

連
れ
て
行
き
、
何
を
し
た
ら

喜
ぶ
か
を
考
え
る
の
に
夢
中

に
な
り
、
ど
ん
ど
ん
夢
が
広

が
り
、
自
分
も
と
て
も
楽
し

か
っ
た
。
今
は
子
供
だ
か

ら
、
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る

け
れ
ど
、
も
っ
と
大
人
に
な

っ
た
ら
、
車
だ
っ
て
運
転
で

き
る
し
、
も
っ
と
す
ご
い
こ

と
が
で
き
る
。
そ
う
、
今
み

た
い
な
大
人
に
な
っ
た
ら
。

　
し
か
し
、
元
気
だ
っ
た
祖

母
は
そ
の
数
ヵ
月
後
に
突
然

他
界
し
、
広
が
っ
た
夢
は
実

現
不
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
事
が
、
今
も
心
残
り

で
す
。

　
現
在
私
は
仕
事
と
し
て
埼

玉
の
レ
ジ
ャ
ー
を
紹
介
す
る

小
冊
子
や
、
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
す
る
立
場
に
。
冊
子
の
編

集
部
宛
に
「
孫
と
行
き
ま

す
」
と
い
う
お
手
紙
を
い
た

だ
い
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
お

孫
さ
ん
と
参
加
さ
れ
る
光
景

を
見
る
と
、
な
ん
だ
か
と
っ

て
も
嬉
し
く
て
、
胸
が
熱
く

な
り
ま
す
。（
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
グ

ル
ー
プ
広
報
）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
川
越
奥
武
蔵

観
光
情
報
学
研
究
会
（
川
奥

研
、
桑
原
政
則
会
長
）
は
、

11
月
22
日
（
土
）、川
越
市
新

富
町
の
ホ
テ
ル
三
光

で
「
観
光
振
興
と
ま

ち
の
活
性
化
」
と
題

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
い
た
（
本
紙
後

援
）。

　
篠
原
淑
浩
東
京
大

衆
演
劇
劇
場
協
会
会

長
（
浅
草
木
馬
館
館

長
）
が
「
大
衆
演
劇

と
ま
ち
の
活

性
化
」、釼
持

勝
観
光
情
報
学
会
理
事
が

「
埼
玉
広
域
観
光
振
興
の
可

能
性
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ

講
演
、
そ
の
後
地
域
の
観
光

関
連
の
代
表
に
よ
る
「
ひ
と

こ
と
発
表
会
」
を
行
っ
た
。

　
来
賓
と
し
て
、
舟
橋
功
一

川
越
市
長
　、
藤
縄
善
朗
鶴

ヶ
島
市
長
、
大
沢
幸
夫
日
高

市
長
ら
が
出
席
し
た
。
　

　
同
研
究
会
は
、
観
光
と
情

報
に
つ
い
て
意
欲
を
も
つ
実

務
者
と
研
究

者
が
集
ま

り
、
共
に
活
動
す
る
輪
を
作

り
、
社
会
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
に
07
年
９
月
に
設
立
さ

れ
た
、
関
東
圏
で
初
の
観
光

情
報
学
会
（
全
国
組
織
）
の

研
究
会
。
そ
の
後
県
内
初
の

観
光
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
な
っ
た
。

　
サ
イ
ボ
ク
ハ
ム
（
埼
玉
種

畜
牧
場
、
日
高
市
）
は
、
２

０
０
９
年
正
月
、
日
高
市
の

本
店
エ
リ
ア
で
、
め
で
た
い

七
福
神
に
見
立
て
た
「
開

運
！
七
福
ト
ン
め
ぐ
り
」
を

実
施
す
る
。

﹇
期
間
﹈１
月
３
日
（
土
）
〜

１
月
12
日
（
月
・
祝
）
10
時

〜
17
時
（
１
月
５
日
は
店
休

日
）

﹇
概
要
﹈七
福
神
に
見
立
て
た

ブ
タ
の
像
七
体
を
、
サ
イ
ボ

ク
敷
地
内
に
配
置
し
、
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
と
し
て
実
施
す

る
。
全
て
回

る
と
「
初
夢
く
じ
」（
後
日
抽

選
）
に
応
募
で
き
る
。

　
11
月
１
日
か
ら
３
日
間
東

松
山
市
を
中
心
と
し
て
開
催

さ
れ
た
。
今
や
世
界
第
二
位

の
規
模
の
大
会
に
ま
で
成

長
、
国
内
の
８
万
３
千
人
と

世
界
16
の
国
と
地
域
か
ら
172

名
の
外
国
人
が
参
加
、
５
キ

ロ
〜
50
キ
ロ
の
五
つ
の
コ
ー

ス
を
歩
い
た
。

　
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点

の
中
央
会
場
（
松
山
第
一
小

学
校
）
に
は
、
東
松
山
名
物

の
「
や
き
と
り
」
や
、
地
方

の
特
産
品
を
用
意
し
た
テ
ン

ト
が
立
ち
並
び
、
郷
土
芸
能

や
血
圧
・
骨
密
度
・
体
脂
肪

率
等
の
測
定
が
で
き
る
武
蔵

丘
短
期
大
学
の
健
康
相
談
な

ど
が
行
わ
れ
、
歩
い
た
人
も

歩
か
な
か
っ
た
人
も
と
も
に

楽
し
ん
だ
。

　
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
比

企
丘
陵
一
帯
は
、
か
つ
て
坂

東
武
者
が
活
躍
し
た
歴
史
遺

産
の
宝
庫
。

　
参
加
者
は

武
蔵
野
の
面

影
を
残
す
豊

か
な
自
然
を

満
喫
し
、
交

流
の
輪
を
広

げ
た
。

　（
岩
瀬
翠
）

①
「
埼
玉
県
に
お
け
る
肝
炎

対
策
事
業
」
13
時
〜
13
時
45

分
　
持
田
智
（
埼
玉
医
科
大

学
病
院
消
化
器
内
科
・
肝
臓

内
科
教
授
）

②
「
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
・
肝
硬

変
の
治
療
」
13
時
45
分
〜
14

時
30
分
　
名
越
澄
子
（
埼
玉

医
科
大
学
病
院
消
化
器
内
科

・
肝
臓
内
科
教
授
）

③
「
肝
硬
変
と
そ
の
合
併
症

の
治
療
」
15
時
〜
15
時
45
分

　
今
井
幸
紀
（
埼
玉
医
科
大

学
病
院
消
化
器
内
科
・
肝
臓

内
科
准
教
授
）

④
「
肝
癌
の
早
期
発
見
と
治

療
」
15
時
45
分
〜
16
時
30
分

　
濱
岡
和
宏
（
埼
玉
医
科
大

学
病
院
消
化
器
内
科
・
肝
臓

内
科
助
教
）

☆
会
場:

埼
玉
医
科
大
学

川
越
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
６
階
大

会
議
室
　
☆
受
講
料:

千
円

☆
申
込
・
問
い
合
わ
せ
は
、

埼
玉
医
科
大
学
医
学
教
育
セ

ン
タ
ー
市
民
公
開
講
座
係
０

４
９
・
２
７
６
・
１
７
０
７

　
東
京
国
際
大

学
（
川
越
市
）

は
、
11
月
17
日
、
東
京
千
代

田
区
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で
、

公
開
講
演
会
を
開
い
た
。

　
講
師
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
の
櫻
井
よ
し
こ
氏
で
、「
世

界
が
変
わ
る
、
二
十
一
世
紀

の
展
望
」
と
題
し
て
講
演
＝

写
真
。
そ
の
後
懇
親
パ
ー
テ

ィ
に
移
っ
た
。

　
会
に
は
、
同
学
、
お
よ
び

金
子
教
育
団
（
金
子
康
雄
理

事
長
）
関
係
者
、
お
よ
び
企

業
の
就
職
担
当
者
な
ど
、
約

１
千
名
が
参
加
し
た
。

　
前
衛
書
家
・
画
家
で
あ
る

大
津
定
信
の
作
品
展
が
、
09

年
１
月
17
日
か
ら
２
月
28
日

ま
で
、
東
松
山
市
の
原
爆
の

図
・
丸
木
美
術
館
で
開
か
れ

る
。

　
大
津
は
名
古
屋
在
住
。
ヒ

ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
の
原
爆

被
爆
者
の
慰
霊
鎮
魂
、
反
核

・
反
戦
を
テ
ー
マ
に
、
独
創

的
、
革
新
的
な
書
、
絵
画
を

創
作
し
続
け
て
い
る
。

　
丸
木
美
術
館
で
の
展
覧
会

は
今
回
が
初
め
て
。
17
日
の

初
日
に
は
会
場
で
本
人
が
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
演
じ
る
予

定
。

﹇
原
爆
の
図
・
丸
木
美
術
館
﹈

東
松
山
市
下
唐
子
１
４
０
１

　
電
話
０
４
９
３
・
２
２
・

３
２
６
６

﹇
入
館
料
﹈大
人
九
百
円
、
18

歳
未
満
・
中
高
生
六
百
円
。

　


